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木村富美子先生退職記念号の発刊に寄せて
通信教育部長　花　見　常　幸
　1990年に本学のシステム科学研究所の専任講師として着任され、2003年からは通
信教育部において、本学と通信教育部の建設と発展のために本年までの28年間、教
育と研究の両面において大きな貢献をされた木村富美子先生が、本年 3月をもっ
て、定年退職を迎えられました。長年にわたる先生の本学と通信教育部に対する多
大なご貢献に少しでも応えるため、通信教育部学会は、退職記念号を発刊すること
といたしました。これは、通信教育部学会のみならず通信教育部としても、大きな
喜びとするところです。
　木村富美子教授は、1949年 6 月に大阪でお生まれになり、1972年大阪大学経済学
部を卒業後、社団法人日本経済研究センター総合研究部の職員、財団法人国際科学
振興財団の研究員、および日本 IBM 基礎研究所の客員研究員などとして、日本経
済予測や世界計量モデルの開発に携わられた後に、1990年システム科学研究所の専
任講師として、本学に赴任されました。1994年からは東京都立大学大学院都市科学
研究科の修士課程において、社会人学生として都市科学を学ばれ、96年に修士号を
取得、さらに2004年には同大学から博士（都市科学）の学位を授与されています。
　2003年、システム科学研究所から通信教育部に移られ、2005年通信教育部助教
授、2011年には教授に就任され、本年まで通学課程および通信教育課程において、
教鞭をとられて来ました。通信教育課程の共通科目の中でも情報科学分野の中心者
として、情報科学、コンピュータリテラシー、プログラミング、数学基礎、自立学
習入門などの多くの科目を担当されるとともに、本学通信教育部が全国的に見ても
早い段階から進めてきた ICT化の推進についても、「eスクーリング・コンテンツ
制作室」の開設当初からの委員として尽力され、2014年からは「eラーニングセン
ター」のセンター長として、本学全体の ICT化推進に貢献されてきました。さら
に、2012年からは本学通信教育部の特色である、レポート作成講義をはじめとした
通信教育部生のための学習支援の取り組みについても、「学習支援推進室」の主要
メンバーの一人として、大きな貢献をされました。
　研究面でも「持続可能な社会の形成に向けた社会的企業の支援に関する研究」な
ど 5件の研究プロジェクトについて、研究代表者として科学研究費助成事業の対象
に採択され、それは日本地域学会第13回著作賞を受賞した『環境の意思決定支援の
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通信教育部論集　第23号（2020年 8 月）
基礎理論』（共著）などの著書や査読付き論文10本を含む、持続可能な社会形成に
向けた取組みの研究に関する多数の学術論文として結実しています。
　以上のような、木村先生の本学並びに通信教育部における教育および研究上の多
大なご貢献に対して、通信教育運営委員会は先生を本学名誉教授に推挙申し上げ、
3月には名誉教授称号の授与がなされました。私共、通信教育部教員一同、心より
お祝い申し上げるものであります。
　木村先生が、これまでにも増して、益々ご健勝でいらっしゃり、ご活躍されます
ことを深くお祈り申し上げ、本記念号の発刊の辞としたいと思います。
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